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ユナイテッド・エアーラインズ・インク所属ボーイング式７３７－８００型 

Ｎ３９２９７の航空重大インシデント調査について 
（経過報告） 

 
 

令和８年８月２７日 
運輸安全委員会（航空部会） 

 
 

運輸安全委員会は、令和７年９月１２日、関西国際空港においてユナイテッド・エアーライン

ズ・インク所属ボーイング式７３７－８００型Ｎ３９２９７（米国籍）が関西国際空港に緊急着

陸を行い、非常脱出スライドを使用して非常脱出を行った航空重大インシデントについて、令和

７年９月から原因を究明するための調査を進めてきたところであるが、これまでの調査で得られ

た情報を基に、更に事実の確認や分析を進めるとともに、原因関係者からの意見聴取及び関係国

への意見照会を行う必要がある。このため、本調査については、本航空重大インシデントが発生

した日から１年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況にあることから、運輸安

全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり本調査の経過を報告する。 
なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 
また、本調査は、本航空重大インシデントに関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空条

約第１３附属書に従い、航空重大インシデントの原因を究明し、航空事故等の防止に寄与するこ

とを目的として行うものであり、本事案の責任を問うために行うものではない。 
 
１．航空重大インシデントの概要 

ユナイテッド・エアーラインズ・インク所属ボーイング式７３７－８００型Ｎ３９２９７

は、令和７年９月１２日（金）、後部貨物室の火災を示す警報が作動したため、関西国際空港

に緊急着陸を行い、非常脱出スライドを使用して非常脱出を行った。脱出の際、乗客３名が

軽傷を負った。 

 

２．調査の概要 

本件は、航空法施行規則（昭２７運輸省令５６）第１６６条の４第５号の「非常脱出スラ

イドを使用して非常脱出を行った事態」に該当し、航空重大インシデントとして取り扱われ

ることとなったものである。 

運輸安全委員会は、令和７年９月１２日、本航空重大インシデントの調査を担当する主管

調査官ほか１名の航空事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述聴取、航空機

の調査、装備品の設計・製造者からの情報収集等を実施した。 

 

３．判明している主な事実情報 
（１）飛行の経過 

機長及び副操縦士の口述によれば、飛行の経過は、概略次のとおりであった。 
同機は、機長ほか乗務員６名及び乗客１３５名、計１４２名が搭乗し、同社の定期  

３２便として、１７時４１分（日本標準時、以下同じ。）に成田国際空港をマクタン・セ
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ブ国際空港（フィリピン共和国）に向けて離陸した。 

１８時３０分、同機は関西国際空港の南

東約３４０km、高度３４,０００ft を飛行

中、後部貨物室の火災を示す警報が作動し

た。機長が直ちに後部貨物室に消火剤を放

出したところ、警報は停止した。ＱＲＨ＊１

には、貨物室火災警報が作動した場合、警

報が停止しても目的地を最寄りの適切な

空港へ変更するよう規定されており、同機

は管制機関に緊急事態（ＭＡＹＤＡＹ）を

宣言し、火災への対応能力を考慮して、目

的地を関西国際空港に変更した。 
１９時０８分、優先権を取得した同機

は、関西国際空港の滑走路２４Ｌへ着陸し、

緊急事態の宣言を受けて待機していた消防車両による機外からの火災発生状況の確認を

受けながら、誘導路Ａ１２上で停止した。 
停止後、同機が搭乗者の降機準備を進めていたところ、再び火災警報が作動したため、

機長は非常脱出を決断し、誘導路上において非常脱出スライドを展開して非常脱出を開

始した。非常脱出の際、乗客３名が軽傷を負った。 
搭乗者の降機後、同機の後部貨物室を確認したところ、火災の痕跡は認められなかっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）負傷者 
乗客３名：軽傷（いずれも腰部打撲） 
 

（３）航空機（図３参照） 
現在までの調査において、後部貨物室で火災が発生したことを示す痕跡は認められて

いない。なお、同機については、主要な整備後に同種不具合が発生した記録は確認され

ていない。 
煙検知システムは、煙を検知するスモークディテクタ、スモークディテクタを監視し

 
*1 「ＱＲＨ（Quick Reference Handbook）」とは、航空機で非常事態や緊急事態が発生した際に、運航乗務員が

迅速に確認及び実施できるよう、標準化された手順を定めたチェックリストである。 

図２ 推定飛行経路及び航空重大インシデント発生場所 

図１ 推定飛行経路 
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て火災の有無を判定するカーゴ・エレクトロニック・ユニット及び配線で構成されてい

る。健全性を確認するためのシステムチェックを実施したところ、カーゴ・エレクトロ

ニック・ユニット内部の不具合が疑われたことから、装備品製造者による分解調査を実

施中である。なお、スモークディテクタ及び配線に異常は認められなかった。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）気象 

関西国際空港敷地内に設置された地域気象観測システムによる重大インシデント発生

時間帯の気象状況は次のとおりであった。 

１９時３０分 風向・風速 平均   風速 ３.０m/s、風向 南南西 

             最大瞬間 風速 ４.１m/s、風向 南南西 

       降水量 ０.０ｍｍ 

 

４．今後の調査 
本航空重大インシデントの原因の究明及び事故等の再発防止策の検討のため、これまでの

調査で得られた情報に加え、同機に装備されていた煙検知システムの分解調査を進めるとと

もに、非常脱出スライドを使用して非常脱出を行った状況の詳細など、更なる事実確認や分

析のほか、原因関係者からの意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。 
当委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本航空

重大インシデントの原因等の調査を進める。 

図３ 後部貨物室及び煙検知システム 


